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先日、 出張時にひとりで立ち寄った上海の行きつけの居酒屋。 ボトルキープしてある焼酎で黒酢にんに

くを肴にカウンターでチビチビやっていると、 カウンターが 1 人また１人と客で埋まっていく。 気が付けばカ

ウンター客は皆女性。 皆ひとりで店にやって来ては焼き鳥をつつきながらサワーハイみたいなのを飲んで

いる。 それも皆スマホをいじりながら。

中国でも 「個食化」 「おひとりさま消費」 は外食 / フードサービスの世界でごく普通の光景になってきて

います。 特に北京、上海のような都市部では 「一人っ子」 「夫婦共稼ぎ」 がほぼ前提の社会となっており、

ひとりで食事をとるニーズは日本よりも高そうです。

スマホから30分でボナペティ
しかし、 中国での食事と言えば大勢でワイワイガヤガヤというのが伝統スタイルで、 ひとりでの食事が市

民権を得たのはそんな昔の話ではなく、 スマホの普及とともにひとりでの食事も便利になり抵抗感も薄れた

ような気がします。

「外売」 と書いて 「ワイマイ」 と読み、 「出前サービス」 という意味です。 「外売」 は中国の都市部の光

景として切っても切り離せないほど、 ランチ時ともなればバイクの出前配達人で溢れています。 ハレの日に

大勢集まるので出前をというのはガラケー時代の話で、 スマホ時代になりおひとりさまニーズの出前もすっ

かり定着しました。

おいしいタイ料理を食べたいけど、 タイレストランに一人で入るのはちょっと…。 ロシア料理のコースを食

べたいけど、 周囲に気を使わず自分のペースで食べたい。 そんな時は 「外売」 して、 自分の部屋で世

界各地の料理を楽しむことができます。 ファストフードから高級料理まで余程のメニューでない限り、「外売」

OK です。 基本 30 分以内でデリバリーされます。

スマホ見て配達先へと猛ダッシュ
デリバリーのバイクはとにかく猛スピードで駆け抜けていきます。 配達員は出前毎の歩合制ですので件

数が勝負。注文からデリバリーまで30分を超えるとペナルティが課されると言われており、結構なハードワー

クです。

配達員は店から注文の品を受け取ると猛ダッシュしていきます。 ショッピングセンターの飲食フロア―に

ある店からだとエスカレーターを二段飛ばしで疾走、 一般人がぼけっーとエスカレーターに乗っていたので

は危険です。 エスカレーターならまだしも、 配達員のバイクはもっと危険です。 なぜなら、 配達員はスマホ

地図で目的地を確認しながら運転しているからです。 歩行者よりもスマホナビに集中している配達バイクに

は気をつけたいものです。

ひとり鍋　話し相手はぬいぐるみ
外食店舗でも話題のおひとりさま向けサービスがあります。 連日大行列の大人気の火鍋チェーンではお

ひとりさまで入店すると対面の座席に大きなクマのぬいぐるみを置いてくれます。 くまちゃんが一緒にいてく

れるので寂しくないでしょというサービスですが、 賛否は分かれます。

「ぬいぐるみあると落ち着く」 「クマがかわいい」 という肯定的な反応もあれば、 私などは 「放っておいて

くれ」 「ひとりでの来店をわざわざアピールする必要性があるのか」 と思ったりしています。 クマのぬいぐる

みに向かって延々と話している客を見て私は驚いたことがありますが、 よくよく見ればスマホで別の人と話し

ているようでした。

以上
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